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プレスリリース

平成２２年１１月 １日
独立行政法人 森林総合研究所

スギの落葉はコナラやマツより、大気中の窒素をたくさん固定する
－スギ林の生産性の持続的発揮に重要－

ポイント
・スギの落葉の分解において活発になる窒素の固定が、コナラやアカマツの落葉分解

においてはわずかにしか見られず、スギに特異的な現象であることを明らかにしま
した。

・スギ林の生産を維持するには、窒素などの養分供給が維持されることが重要です。
・今後、落葉の窒素固定がスギ林の成長にどの程度寄与しているかを評価していきま

す。

概要
スギ落葉の分解過程における窒素固定活性が、コナラやアカマツのそれと比べて、50倍

以上高いことを初めて明らかにしました。

窒素固定は森林へ養分を供給する経路の一つです。他の樹種の森林に比べてスギ林では、
落葉分解における窒素固定が養分供給経路としての役割の大きさが示唆されます。

スギ以外の林地においても、スギ落葉の窒素固定が高かったことから、スギ落葉は、
様々な森林の生産性維持と持続的利用にも活用できることがわかりました。今後は、森林
の生産性を持続的に発揮させるため、スギ落葉における窒素固定上昇の要因解明とスギ林
の総窒素供給量への窒素固定の寄与率を評価していきます。
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研究の背景・経緯
わが国の人工林面積の約43％にはスギが植栽されています。これはわが国の森林面積

（2510万ヘクタール）の17.8％にあたります。

スギの落葉においては、その分解のある段階で大気中の窒素を固定する能力が顕著に高
くなり、スギ林における窒素の流入経路の一つであることが知られています。これは、分
解するスギの落葉で窒素固定菌が増加することによります。しかし、この現象が他の樹種
においても同様に起きるかが不明でした。そこで、我が国の低山帯地域で普通に見られる
アカマツおよびコナラの落葉についても窒素固定活性を測定して、スギ落葉と比較しまし
た。

研究の内容及び成果
茨城県東茨城郡城里町にある斜面中部のスギ人工林とその上部の落葉広葉樹林において、

スギ、アカマツおよびコナラ落葉をそれぞれ別に入れたナイロン製網袋(リタ－バック)を
林床に接地し（写真１）、それらを定期的に回収して、その落葉の窒素固定活性を測定し
ました。

スギ落葉の窒素固定活性は、スギ落葉をスギ人工林に設置した場合だけでなく落葉広葉
樹林に設置した場合でも顕著に高く、設置後19ヶ月目には、設置後3ヶ月目に比べて約200
倍にまで上昇しました（図１）。一方、コナラやアカマツ落葉は、落葉広葉樹林およびス
ギ人工林のいずれでも、窒素固定活性は4.4～1.3倍程度にしか上昇しませんでした。

成果の意義と今後の期待
窒素は生物の成長に不可欠な養分であり、窒素固定は森林への窒素流入経路の一つとし

て森林の生産性を維持するために重要です。

スギ落葉での窒素固定活性の上昇は、スギ林だけでなく落葉広葉樹樹林に設置した場合
でも同じように起こり、また、スギ林にコナラやアカマツ落葉を設置しても、スギ落葉の
ような窒素固定活性の上昇が見られなかったことから、窒素固定活性の上昇はスギ落葉に
特異的な現象であることが明らかになりました。今後は、さらに様々な樹種について同様
に、窒素固定活性を測定する予定です。

本研究によりスギ落葉における窒素固定が森林の生産性の維持と持続的利用に活用でき
ることがわかりました。今後は、スギ落葉の窒素固定プロセスを解明するとともに、スギ
人工林における窒素循環過程を解明して窒素固定による窒素供給への寄与率を評価してい
きます。
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図、表、写真等

写真１．落葉広葉樹林に設置し

た、スギ、コナラ、アカマツの

落葉を入れたリタ－バック

図１．スギ、コナラ、アカマツの落葉の窒素固定

活性（コナラやアカマツには、スギにおけるよう

な明瞭な活性上昇が認められなかった）
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